
令和４年１１月２１日 

【令和 4年度富士山火山避難訓練の実施について】 

環境市民部危機管理課 

１．概要 

 須山地区において、富士山火山噴火前を想定した避難訓練を実施します。 

 

２．日時 

 令和 4年１１月 27日（日） 8:00～12：00頃 

 

３．場所 

 須山地区（十里木別荘地を含む） 

 使用施設（仮想避難所等）：須山小学校、須山支所、須山地区研修センター、須山中学校 

 

４．参加者（団体）  

  須山地区住民、須山地区民生委員、裾野警察署、富士山南東消防本部裾野消防署、陸

上自衛隊第 34普通科連隊、㈱恋路企画すそのバス（防災協定）、市消防団須山分団、須山

火防隊、富士山噴火シミュレーションワーキンググループ、市職員 

 

５．訓練内容（重点事項） 

  須山地区において富士山噴火前に噴火警戒レベルが上昇した場面設定で、仮想避難所

までの避難訓練を実施する。仮想避難所は自治組織がない十里木別荘住民（研修センター）

と自治組織がある須山住民（須山小）に区分し、避難（共助）をテーマとした地域住民型の

研究会と地域の特性に応じた避難支援及び避難要領の説明を実施するとともに、子ども

でも楽しく学べる場としてイベント会場を設置する。 

  主に下記 3点を重点事項として検証する。 

（１）火山避難における須山地区自主防災会の共助活動の具体化 

 （２）十里木別荘管理事務所等との連携による別荘地住民への避難情報伝達及び避難

支援の具体化 

（３）噴火前避難に際しての市（災害対策本部）体制の確立 
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６．訓練スケジュール 

時間 内容 

8：００ 訓練開始（噴火警戒レベル３の状況） 須山支所に現地調整所設置 

8：３０ 噴火警戒レベル４に引き上げ（情報伝達訓練） 

     市が須山地区に避難指示を発令 

安否確認（各自主防災会・別荘管理事務所） 

避難開始（収容・救助） 

仮想避難所へ避難（自家用車・バス） 

須山 1～４区及び 6区住民は須山小学校へ避難 

          十里木別荘地住民は須山地区研修センターへ避難 

10:45 須山小学校会場        

研究会「避難（共助）」      

訓練全般説明   

各コミュニティ発表        

討議・事例紹介 

須山地区研修センター会場     

 十里木地区の避難について 

まもメールの登録について 

１１：３０ 訓練終了式    訓練終了式（須山小会場オンライン） 

（参加人数によっては、須山中学校会場を開設） 

 

９：００  イベント会場（場所：須山支所広場） 

        装備品展示（自衛隊車両・MIRAI トレーラー等） 

        火山実験（シャンプーを使った溶岩流の実験） 

        ３D富士山火山溶岩流塗り絵（先着 20名） 

        すそのん塗り絵、防災スタンプラリー（景品あり） 

  

７．防災についての意識の醸成 

避難訓練実施までに須山地区における防災意識の醸成のために下記事業を実施した。 

日付 内容 

令和３年 10月１７日（日） 須山地区住民の自家用車・バス避難、富士山ハザードマッ

プ等説明、負傷者救助、取り残された住人救出、ドローンの

活用、現地調整所運営 

令和４年 ８月３１日（水）  須山中学校（全生徒）に対し富士山噴火を知る防災授業 

令和4年1０月29日（土） 十里木別荘地住民に対し起震車体験 

令和 4年 11月２１日（月） 須山小学校（全児童）、須山幼稚園年長に対し富士山噴火

を知る防災授業 



８．今後の予定 

   本訓練の実績を検証・評価し、問題点を抽出したうえで、現行の避難要領の見直しを

行い、市富士山火山広域避難計画の改定につなげる。 

須山地区における富士山避難訓練、防災意識の醸成活動は継続して実施していく。 

 

問い合わせ／裾野市 環境市民部 危機管理課 担当：山本 TEL：０５５－９９５－１８１７ 

 


